
～ 酒田市立亀ケ崎小学校の校歌・校章を制作された方々 ～　　

【酒田市立亀ケ崎小学校　校章】

 【校歌制作者】 

  伊 藤 弘 之 先生 
  （いとう ひろゆき） 

【プロフィール】 
 酒田市生まれ。カリフォルニア大学サンディエゴ校大学院博士課程修了、博士号を得る。芥川作曲賞、ヌオヴェ・

シンクロニー国際作曲コンクール第１位などを受賞。サントリー音楽財団をはじめさまざまな団体から数多くの作曲

委嘱を受け、オーケストラ、室内楽、独奏、合唱のための作品の他、小学生のための音楽劇なども作曲している。新

日本フィルハーモニー交響楽団をはじめとする多くの著名な演奏団体やすぐれた個人の演奏家たちにより、日本、

ヨーロッパ、アメリカなどで作品がひんぱんに演奏されている。これまでに自作集２枚を含む数枚のCDがリリースさ

れている。また、全音楽譜出版社や東京書籍などに加え、海外の出版社からも楽譜が出版されている。日本大学芸術

学部及び大学院教授。 

【制作者より  〜校歌を歌ってくれる皆さんへ〜】 
  校歌にはとても不思議な力があります。みんなで一緒に歌うことで、とて

も強い一体感が生まれます。そして校歌は、大きな心の支えにもなります。

校歌はまた、大人になってもずっと記憶に残り続けるものです。私自身も、

私が通った小学校、中学校、そして高等学校の校歌を、今でも時折ふと思い

出し、口ずさむことがあります。すると、その当時のさまざまな思い出が、

まるで昨日のことのように目に浮かぶのです。そんな不思議な力を秘めた、

皆さんの大切な校歌を、今回、作詞作曲させていただけたこと、たいへん光

栄に思っています。 

 メロディーは、歌う人、聴く人の心にすっと入って行くような工夫をこら

しながら、明るくさわやかなものにしてあります。歌詞は、地域の風土や歴

史を織り込みながら、最後にはみんなの心がひとつになって行くようなもの

にしてあります。 

 実は、私の実家が亀ケ崎小のすぐ近くということもあり、私はこの辺のこ

とをわりとよく知っています。そんなわけで、亀ケ崎小学校の校歌は、特別

な愛着を感じながら作ることができました。皆さんにも是非、この校歌を、

愛情を持ってずっとずっと歌い継いで行って欲しいと思っています。 

 本来ならば、今日この開校式で、皆さんと一緒にこの校歌を歌いたかった

のですが、私の勤め先の大学（私は東京の大学で教える仕事をしています）

の入学式と重なってしまい、どうしても亀ケ崎小学校の開校式に伺うことが

できませんでした。本当にすみません。でも、実家が近いですから、そのう

ち必ず皆さんの歌声を聴きに、立ち寄らせていただきますね。 

 亀ケ崎小学校での皆さんの新しい生活がすばらしいものになることを心よ

りお祈りしています。 

 【校章デザイン制作者】 

  佐 藤 時 啓 先生 
  （さとう ときひろ） 

【亀ケ崎小学校の校章制作にあたって】 
 今回、亀城小学校と港南小学校との合併にあたり、両校にまつわるシ

ンボルについて考えました。様々な象徴があると思いますが、地名など

の歴史の中から亀は必須であり、また海や川、白鳥や鳥海ふすまなどの

花、そして鳥海山そのもの。様々なイメージをつなぎ合わせながら思い

を膨らませましたが、結局は私自身の故郷である酒田の印象、思いをそ

のまま校章にしてみました。 

 亀の形はリアルな形を描いた第１案と、様々に抽象化し、最終的に雪

の結晶の六角形を亀甲模様に見立てた第２案をもって校章のベースとし

ました。１案の方はポップで、２案の方はより校章らしい形といえるで

しょう。最終的に２案を校章として、１案はワッペンとしてお使いいた

だく事になりました。 

 酒田は夏の風景と共に冬の印象も強く持っています。その雪の結晶の

形の中に、印象的な鳥海山のシルエットと日本海、そして最上川の波を

表現しました。色は濃い青緑と水色そして濃い赤を使いました。私に

とっての酒田そのものです。また全体の形は六つの頭手足尻尾になる部

分を滑らかな形で覆い、膨らんだ三角形が二つ組み合わさった形になり

ました。これはロータリーの回転のイメージです。滑らかな動きと力強

さを秘めた新たな学校の象徴になればと思います。 

 最後に、亀ケ崎小学校のある場所は私が高校時代に通っていた東高の

すぐ近くで非常に親しみのある場所です。学校のシンボルである校章の

デザインという難しくも伝統に関わる重要な仕事をやらせていただき本

当に光栄です。ありがとうございました。 
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【プロフィール】 
1957年酒田市生まれ．1983年東京芸術大学大

学院美術研究科修了． 

長時間露光により風景や物事の間に光を彫り

込んでいくような写真作品の制作や，カメラ

の構造による公共的な場や空間，装置を各地

に展開している．「第6回ハバナ・ビエン

ナーレ」(1997)「第9回バングラデシュビエ

ンナ−レ」(1999)ほか多くの国際展に参加． 

Leslie Tonkonow 画廊(ニュ−ヨ−ク) HAINS

画廊(サンフランシスコ)などの画廊や、酒田

市美術館（1999）シカゴ美術館(2005)  

Frist Center for the Visual Arts(2010)、

東京都写真美術館（2014）などの美術館にて

個展。また最近は、ワンダリングカメラプロ

ジェクト、サイトシ−イングバスカメラプロ

ジェクトなど、他者との関係性をテ−マにし

たプロジェクトを展開している。 


